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はじめに
　国語教育の地域性の問題に着眼し、「国語教育地域学」の樹立をめざした中洌正堯
は、その中心的な教育方法として、「歳時（事）記的方法」「風土記的方法」を提唱し
ている。著書『ことば学びの放射線「歳時記」「風土記」のこころ』（三省堂）の序に
次のような文章がある。
「歳時記的方法」「風土記的方法」というのは、（略）「世相」もふくめた「歳時
記」「風土記」の言語表現の内容と方法を生かして、学習者各自の発達段階にお
ける生活・文化の場を、時空間の座標において意識し、実感する最善の方法とし
て選び取ったものである。その意識や実感に基づいて、聞く・話す・読む・書く
活動を能力に習熟していくことがことば学びの楽しみであり、自然や生活・文化
と交感することが生きていく喜びとなることを願ってのことである。
　中洌は、「ことば学びの日常カリキュラム」を構想する中で、「歳時記的方法」「風
土記的方法」を提唱した。学校教育における教科カリキュラムが「学習指導要領」に
基づく教科の論理を具現化した教科書を中心にして展開されることを、縦糸とすれ
ば、「歳時記的方法」「風土記的方法」等「季節・風土」に基づいて生活の論理を具現
化した日常カリキュラムを横糸とすることができる。地域の言語文化は、「ことば学
びの日常カリキュラム」において、縦糸と横糸の交点によって明らかにされていくも
のであろう。しかしながら、地域の言語文化は、著しいグローバル化の波に押し流さ
れ、学校教育の価値のみが重視され、生活・文化の場における実感（言語感覚）を欠
くことば学びが国語科の課題となっている。本稿は、地域の言語文化と教育につい
－８０－
て、昨今の教育情勢を重ね合わせて考察するものである。
１．新学習指導要領における〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
　新学習指導要領国語では、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕が新設さ
れた。これは、教育基本法が２００６年（平成１８年）１２月２２日に全面改正されたことによ
る。改正において注目されたのは、「教育の目標」を定めた第二条の第五項である。
伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、
他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。
　この一文をめぐっては、首相会見における所謂「愛国心」という用語の解釈や本文
における「我が国と郷土を愛する」という概念的位置づけが問題になり、戦前教育が
「尽忠報国」等のスローガンによって皇民化教育に傾斜していった事例等も引き合い
に出され、各分野において議論の対象となった。この条項によって、戦前の教育が復
活する懸念があるのであれば、現代民主主義社会は崩壊していると言わねばならない
が、本稿の目的は政治的課題の各論の一つとして論ずるものではない。むしろ、戦後
教育において問題にされるべきことは、１９４５年（昭和２０年）８月１５日の敗戦以降、我
が国の伝統や文化に関する教育が、法的根拠を持たずに行われてきたことを指摘する
ことによって、現代社会において見出しうる諸課題について考えたい。もちろん、こ
れまで民間教育団体や研究団体レベルでは、我が国の伝統と文化について、さまざま
な教育実践が展開されてきた事実がある。例えば「東京民族舞踊教育研究会」や中森
孜郎（１）（宮城教育大学名誉教授）の例は舞踊教育や体育科教育の側面からの展開で
あった。このような実践は、現在も「民舞」として学校教育において定着し、一定の
評価を得ており、我が国の伝統と文化の教育に寄与してきたと言える。しかし、法的
根拠を持ちながら編まれるナショナル・カリキュラムとして保障されていた教育では
なく、また教育環境の充実や指導者の育成等において、組織的かつ全国に展開してい
けるような公的な意義を持つものではなかった。このような意味から言えば、日本の
教育を論ずる一領域として、我が国の伝統と文化が、漸く教育の俎上にのぼったと言
える。また、そのための教育環境の充実や指導者の育成を手厚く保障する必要も出て
きたと言える。

（１）　中森孜朗（１９９０）『日本の子どもに日本の踊りを』大修館書店
－８１－
　２００８年（平成２０年）１月１７日、中央教育審議会の教育課程部会は、「幼稚園、小学
校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改訂について」答申をまと
めて発表した。その答申の中では、やはり「伝統や文化に関する教育の充実」が強調
されている。中でも、国語については次のように記述されている。
［国語］国語は長い歴史の中で形成されてきた我が国の文化の基盤を成すもので
あり、また、文化そのものである。国語の一つ一つの言葉には、我々先人の情感
や感動が集積されており、伝統的な文化を理解・継承し、新しい文化を創造・発
展させるためには、国語は欠くことのできないものである。このような観点か
ら、小学校の低・中学年から、古典などの暗唱により言葉の美しさやリズムを体
感させた上で、我が国において親しまれている和歌・物語・俳諧・漢詩・漢文な
どの古典や、物語、詩、伝記、民話などの近代以降の作品に触れ、理解を深める
ことが重要である。
　これは、「伝統や文化に関する教育の充実」という視点で、国語はどのように位置
づけられるかを示したものである。しかし、「古典とは何か」という問いへの回答が不
明瞭である。ジャンルが示されただけで、何が「古典」であるかが示されない理由は、
「古典」という概念が統合された概念を規定することによって出現してきたものと考
えるのではなく、多くの読者等の受容者が「古典」と呼ばれるものの中に価値を見出
し、継承してきた歴史的経緯に、その概念を見出すからである。もちろん、ハルオ・
シラネ、鈴木登美（２）が指摘したように、すべての文学カノンがきわめて政治的な言説
闘争のなかで構築されている側面は否めない。日本では西洋語 classic の翻訳語とし
て「古典」という語を使ってきたが、実は戦後教育では、「文学」や「芸術」を強調
する傾向が出現し、「古典」は「古典文学」を意味するようになったということも重
要な指摘である。
　ゆえに、答申では、「我が国において親しまれている和歌・物語・俳諧・漢詩・漢文な
どの古典や、物語、詩、伝記、民話などの近代以降の作品に触れ、理解を深めること」
（傍線部引用者）と含みを持たせた表現になっている。つまり、「古典」という用語
を用いながらも、何を「古典」とすべきかについては、教科書の編集に任され、ひい
ては、その教科書を採択する自治体や教育関係機関にゆだねられているわけである。
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（２）　ハルオ・シラネ、鈴木登美　編（１９９９）『創造された古典―カノン形成・国民国家・日本文学』新陽社
－８２－
　新学習指導要領国語における〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕は、
従来〔言語事項〕と呼ばれていた。〔言語事項〕が、所謂「知識・理解・技能」事項
であったことに目を向ければ、〔伝統的な言語文化に関する事項〕の新設が大きな特徴
と言えるが、日本における「伝統的な言語文化」を考えるとき、ひとり教科書に掲載
される古典作品や古典全集に収載される古典作品だけが教材の資格を持つわけではな
い。答申の［国語］には単に「古典」としか記述されていないが、果たして何を「古
典」として扱い、「伝統的な言語文化に関する事項」として指導していくべきかにつ
いては、今のところ、出版された教科書の採択件数による以外明瞭な回答がない状態
である。しかし、ここで、整理しておきたいことは、「伝統的な言語文化」と「古典」
の関係は、必ずしもイコールで結ばれるものでないという点である。答申では、「伝統
と文化に関する教育の充実」という視点において「古典」と記述されているが、学習
指導要領では〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕と二つの概念を含むも
のであって、またこの事項は、「知識・理解・技能」事項としての旧〔言語事項〕で
あったことを考慮に入れると、「伝統的な言語文化に関する事項」だけを強調して取り
上げるものであってはならないのである。また、「古典」テキストが授業場面にどのよ
うに現れるかという現象面を捉えて、「伝統的な言語文化」という概念を用いているの
ではないのである。重要なことは、「知識・理解・技能」事項の深化と拡充を目指し、
これまでの学習指導要領との連続性も考慮に入れながら、〔伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項〕として新設されているという認識を持つことである。
　しかしながら、昨今の議論の方向としては、どの作品を扱えば「伝統的な言語文化」
の指導として適当か、という類の議論が多く、教材の適否の議論の中で「伝統的な言
語文化」のみが突出しており、中には、古典教育や古典文学教育の議論にすり替わる
こともある。このような議論は、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕を論
ずる視点として、概ね方向性において決定的な問題を持つものではないが、法律、答
申、学習指導要領の繋がりを捉えた時、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事
項〕は学習指導要領段階におけるものとして議論を精査し、授業実践の創造的な展開
と児童・生徒の実態に応じた指導内容の検討を議論していく必要がある。換言すると、
従来の〔言語事項〕に「古典」が付け加えられたという程度の認識では所期の目標に
応ずることはできないということである。
　特に前述した「古典」の捉え方という点においては、従来学の踏襲という意味合い
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から「伝統的な言語文化」を「古典」と捉える視点だけでなく、「国語の特質」とい
う面と連合する視点を深化・拡充していくことが必要である。授業実践の創造的な展
開と児童・生徒の実態に応ずることは、すなわち〔伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項〕の二つの概念を有機的に連合させる視点をもつということである。例え
ば、日常普段使用している言葉から、古典作品の中に表れた言葉との関係を指摘して
みたり、或いはその逆の考えによって、古典作品から日常普段の文化との関係を言葉
によって捉えたりすることを積極的に考えていく必要がある。また、答申では、「暗
唱」という具体的な言語活動が示されたが、学習指導要領段階において、展開される
べき言語活動は「暗唱」のみではなく、多様な言語活動があってしかるべきである。
　渡邊春美（３）は伝統的な言語文化の教育の課題として「①教材、②指導事項、③指
導方法、④創造的な価値発見の教育」を挙げている。その四点のうち「④創造的な価
値発見の教育」について次のように述べている。
改訂で危惧されるのは、伝統的な言語文化の教育が法的根拠に基づき、道徳教育
とも関連して設定されていることのもたらす影響である。教材が、伝統と文化に
関して先験的に尊重すべき価値をもっているものとして指導されるならば、感化
的指導とも、強制的指導ともなりかねない。そのような指導によっては、伝統と
文化の尊重も、継承と創造も確かなものとはなりえない。（中略）古典教育の実践
は、典型・規範を教えることから、学習者の古典との対話・交流による価値の創
造的発見に導くことへの展開してきた。教材との対話・交流により学習者一人ひ
とりが価値を感得する時、伝統と文化への尊重と、継承・発展は自ずから確かな
ものとなるに違いない。
　ここで、注目したいのは、「伝統と文化に関して先験的に尊重すべき価値をもってい
るものとして指導されるならば、感化的指導とも、強制的指導ともなりかねない」と
いう指摘と、「教材との対話・交流により学習者一人ひとりが価値を感得する時、伝
統と文化への尊重と、継承・発展は自ずから確かなものとなる」という指摘である。こ
れを換言すると、古典の価値が先行し先導する授業ではなく、児童・生徒（学習者）
の知識・理解が「伝統的な言語文化」を通して深化・拡充し、児童・生徒の実態に応
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（３）　渡邊春美（２００８）「『伝統的な言語文化』の教育の課題――創造的価値発見の教育を求めて――」『新学習指導要領国
語科の長所・短所』明治図書出版
－８４－
じた視点で授業を展開することが期待されるのが、「伝統的な言語文化」の教育として
位置づけられるべきだという指摘である。先験的な価値基準でなく、さらに感化的指
導、強制的指導でもなく「伝統的な言語文化」を学ぶためには、生活・文化の場にお
ける実感（言語感覚）を伴わせることが不可欠である。そのためにも、地域の言語文
化を学校教育の教科カリキュラムにどのように位置づけるかは、大きな鍵を握ると強
調したい。
２．地域の言語文化と国語科
　南北に連なる日本列島各地には、地域に根ざした「伝統的な言語文化」が継承され
ている。沖縄県では、本土復帰以前から、地域の言語文化に関する教材化の動きが見
られた。例えば、沖縄県高等学校教職員組合編『高校生のための古典副読本　沖縄の文
学』（１９７０）は、「『沖縄の文学』作成にあたって」（４）において次のように述べている。
現在の高校生は、高校多様化の中で郷土の歴史や文学を学ぶ機会にめぐまれてい
ない。／これまで、私たちの沖縄が歴史的にも政治的にも不当な宿命をしいられ
てきたために、沖縄についての認識を拒否するか、あるいは蔑視する風潮があっ
た。そのような姿勢の中には、たとえすぐれた世界の諸民族の文化を摂取するに
あっても、つねにある翳りをもたらした。したがって自分の国の文化をいまわし
いものとして否定するところには、真の文化が生まれないのもたしかである。現
実にこの沖縄に生きる人間には、沖縄の歴史を正しく知り、すぐれた文化遺産を
うけついで、未来を創造する責務がある。／しかも、この副読本の内容を読めば、
わかっていただけると思うが、沖縄の文化はたんに一地方の文学にとどまるもの
ではなく、日本文化をより豊かにする、すぐれた内容をもつ古典なのである。（傍
線部引用者）
　地域の言語文化の教材化に際し、傍線部にあるような認識にたって、高等学校の国
語科における古典副読本の作成が行われたことは、沖縄という地域においては、言語
文化教育について日本語・日本文学との関係で、その萌芽があったものと受け止めら
れる。また、「第一九次高教組中部支部教育研究集会　国語教育①」では、「沖縄の現

（４）　沖縄県高等学校教職員組合　編（１９７０）「『沖縄の文学』作成にあたって」『高校生のための古典副読本　沖縄の文学』
沖縄時事出版　p.１３４
－８５－
代文学（評論）の教材化」を北谷高校国語科がまとめて発表するなど、現代文につい
ての教研レポートが提出されている。これは、１９８１年から県立北谷高等学校の国語科
８名が、沖縄の現代文学の教材化＝副読本の作成をめざして、沖縄の現（近）代文学
のほりおこしと教材化のための検討を進めてきたものである。その教材として、最初
に扱ったものが大城立裕『カクテルパーティー』であった。「教材化の視点とねらい」と
して、次の五点を挙げている。
①　沖縄の古典作品は教材化されてきたが、沖縄の近・現代文学のほりおこしと
その教材化はたちおくれ、その作業がいそがれており、教材化するに足る作
品は各分野に存在する。
②　沖縄に生きたものとして、沖縄を内部からえがきテーマにした作品が、教科
書にはほとんどとりあげられていないが、日本文学一般の中に解消しえない
独自性を有する。
③　自分の実存する場である沖縄をみつめる目と感受性を養い、沖縄で生きてい
くことの意味を考える。
④　沖縄に住むものとして、沖縄の作家の作品の歴史と内容を学び、鑑賞する。
⑤　身近な題材・テーマを扱うことで、文学を身近に感じると共に、文学への親
しみと関心を高める。
　沖縄県高等学校教職員組合編『高校生のための古典副読本　沖縄の文学』から、１０
年余を経て、現代文分野への取り組みの萌芽と言える。概ね「沖縄に生きたものとし
て、沖縄を内部からえがきだし」「日本文学一般の中に解消しえない独自性を有する」
「自分の実存（ママ）する場である沖縄をみつめる」という方向でなされた教材化の試み
であったと言える。これは、本土復帰後の自己同一性の確立を自主編成教材の中に見
出さんとする沖縄の国語科教員の中にある思潮が影響したものと考えられる。
　ただ、これらの取り組みは、沖縄の社会的な状況や政治的状況と大きく関係してい
たことは否めず、国語科教育における教材化の視点が十全にとらえられていたもので
はなかった。国語科教育において、言語文化をどのようにとらえるかは、一定義を
もって説明しうるものではないが、あえて逆説的な定義を示すことが許されるなら、
社会状況や政治状況から切り離して、テクストとしての側面や読者主体の教育的側面
にのみ、教材化の意義が見出されると考えられる。当然、今日、日本文学の中に、沖
縄の言語文化が位置付けられている背景には、社会状況や政治状況の影響や日本文学
－８６－
史研究の進展が考えられる（５）。しかし、国語科教育の目標と内容に位置付かない限
りは、道徳教育や社会科教育、あるいは思想教育となってしまう。そういう意味では、
７０年代、８０年代における沖縄の地域の言語文化に関する教材化の動きには、実践研究
理論に基づく研究が薄かったように考えられる。地域の言語文化の教材化が目的化し
てしまい―すなわち副読本作成が目的化してしまい―、その教材たるものを、どのよ
うに教えてくかという実践方法の考究が薄かったのではないだろうか。如何せん、７０
年代、８０年代に起きた、沖縄の地域の言語文化に関する教材化の動きが、今日の学校
設定科目「郷土の文学」等に先鞭をつけたことは、特筆されることである。
　実践研究理論に基づく研究が薄かったと前述したが、例えば、沖縄県高等学校教職
員組合組踊部会と各学校の国語科が連携した「執心鐘入」などの鑑賞教育は、継続的
な実践によって、一定の成果を得ているといえる。しかし、これは国語科の学習内容
を具現化していくための実践研究の側面が、継続的な実践を先導しているのではな
く、各学校の芸術鑑賞―視聴覚教育・学校行事―として行われることが大きく影響し
ていたといえよう。組踊部会が、教職員の中から実演家を養成し、学校公演を担って
きていたことが、先導しているといえる。各学校において、実質的には国語科が主導
していたとしても、芸術鑑賞のための特設授業になっていては、せっかく地域の言語
文化を扱っても、知識の切り売りにすぎない。
　そんな中、沖縄県における教員の世代交代は加速度的に進んでおり、方言や沖縄文
化について全く知らない世代も増えてきている。芸術鑑賞に「執心鐘入」が取り上げ
られたとしても、言語文化教育を視野に入れながら指導する教員が少なくなってきて
いるのが現状である。学校設定科目に「郷土の文学」が設定されていた学校の国語科
が、教員自身の沖縄の言語文化への知識・理解の問題から、科目を閉講してしまった
ということもあるようだ。
　このような沖縄県における動きを考えると、いくつかの課題を挙げることができ
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（５）　新日本古典文学大系（岩波書店）には、『琉歌百控』等が入集されており、国立劇場おきなわの開場は、江戸・上方・
沖縄という日本列島の文化範囲を国家が規定する側面をもつ。文学史研究の見直しを反映させて編まれた『岩波講座
日本文学史』（１９９５～９７年）は、「琉球文学、沖縄の文学」という巻（第１５巻、１９９６年）を立て、優れた論考を収録し、
日本文学史の中に「琉球文学、沖縄の文学」を規定した点において画期的なものであった。その後、岩波新日本古典
文学大系には『琉歌百控』（１９９７年）が、岩波文庫には『おもろさうし』（２０００年）が収録された。文学史研究が知識
の集合ではなく、日本語・日本文学の課題を具体的に駆動していく状況は、『岩波講座日本文学』によって作られ、
古典文学教材の価値規定に影響を与えている。
－８７－
る。
①　地域の言語文化に関する教材を、学習指導要領の中に位置付けていく方策を考
えること。
②　地域の言語文化に関する教材について、安定した教育理論に基づいて推進する
こと。
③　地域の言語文化に関する教材を、国語科の中に位置付けて教え導くことのでき
る教員を養成すること。
　①は、言語文化に関する教育は、あくまでも国語科教育に位置づけることによって、
機能する側面があることを捉えた問題点である。組踊の鑑賞教育、視聴覚教育の一部
として機能するものではなく、言語の教育の中に位置づけるためには、学習指導要領
との関係を無視することはできない。②は、質の高い教材の開発と同時に、安定した
教育理論と教材をつなぐ視点が重要である。すなわち、実践教育理論に基づく教育の
必要性である。③は、①②を踏まえて、地域の言語文化に対して専門的な知識を持ち、
かつその専門的な知識を国語科の中に生かしながら、授業運営を可能にする教員の養
成の必要性のことである。
　ここでは、沖縄県に特化して述べてきたが、このようの問題は、どの地域において
も考えられることである。府川源一郎（６）は、「地域言語文化の発見と創造」の中で、
地域の教育課程を提案し、地域の言語文化を育む「国語教育」のあり方を示した。
国語教育という枠に限っていうなら、学校から言語文化を地域に降ろしていくよ
うな教育ではなく、地域の言語文化から、あたらしく学校教育の内容を編み直し
ていくような言語の教育を構想する必要がある。ことばの教育が地域の生活と密
接につながり、また地域からも学校のことばの教育についての示唆が得られるよ
うな「国語」教育が求められているのだ。
　この提言は、言語文化教育の根本を捉えたものと言える。地域の言語文化から、学
校教育の内容を編み直していくためには、まさに、先に挙げた①②③の問題点の解決
が必要なのである。
　本稿は、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に関する地域性の問題を論
ずることを目的としているので、問題解決の方策についての考察は、別稿にゆずるこ

（６）　府川源一郎（２００５）「地域言語文化の発見と創造」『国語科小学校・中学校新教材の徹底研究と授業作り』学文社
－８８－
とにするが、まずは、問題点を確認することにとどめる。
３．危機言語の側面から地域の言語文化をとらえる
　日本における「伝統的な言語文化」を考えるとき、ひとり教科書に掲載される古典
作品や古典全集に収載される古典作品だけが教材の資格を持つわけではない。南北に
連なる日本列島各地には、地域に根ざした「伝統的な言語文化」が継承されている。と
くに沖縄県には、地理的、歴史的特性において地域に根ざした「伝統的な言語文化」
が多い。その特徴を活かした教材を開発することは急務である。それは、世界におけ
る約２５００の言語が消滅の危機にさらされている中、沖縄県の方言諸語が含まれるとい
うことを国連教育科学文化機構（ユネスコ）が発表（２００９年２月１９日）したことによ
る。地域の「伝統的な言語文化」から、著名な古典作品を照射することによって教材
を開発することは、これまでの古典教材等の開発法を否定するものではない。むし
ろ、これまでの教材開発の視点を深化・拡充するものととらえたい。
　沖縄県には「国立劇場おきなわ」が平成１６年１月に開場し、国の重要無形文化財
「組踊」をはじめとする沖縄伝統芸能が上演されている。これは名実ともに日本の代
表的な伝統芸能の中に沖縄の伝統芸能が規定されたことを意味する。沖縄の地理的、
歴史的な特性を活かし、伝統文化を通じたアジア・太平洋地域の交流の拠点となるこ
とを目的として開場した「国立劇場おきなわ」は、沖縄における地域に根ざした「伝
統的な言語文化」の発信拠点ともいえる。しかし課題は、国立劇場を有する県であり
ながら、国語教育と遊離した状態で地域に根ざした「伝統的な言語文化」に関わる強
固なカリキュラムが存在しないことや、教材開発の視点として、いわゆる本土におけ
る古典作品のなかの「伝統的な言語文化」と沖縄の「伝統的な言語文化」の関係が深
く見出されていない点である。「組踊」や「琉球舞踊」の詞章や歌詞にあらわれる「伝
統的な言語文化」の世界は、本土における「伝統的な言語文化」と関係の深いものが
少なくないにもかかわらず、沖縄県の国語教室のほとんどの場面で、地域に根ざした
「伝統的な言語文化」の世界は切り捨てられている。
　例えば組踊「執心鐘入」（７）には、次のような詞章がある。
　　小僧（一）詞

（７）　伊波普猷『校注琉球戯曲集』榕樹社
－８９－
　　昔から寺や
　　女　禁止さらめ、
　　いきやる事あとて、
　　とまいてきちやが。（傍線部引用者）
　傍線部の「とまいて」は、現代語ではほとんど使われなくなった「とむ」（たずね
る。）と同じ意味を持ち、沖縄の日常方言でもトゥメーイン（８）という語に相通する。
この詞章に存する「とまいる」は、『宇治拾遺物語』（９）「猟師仏を射る事」に、
夜明て、血をとめて行て見ければ、一町ばかり行て、谷の底に大なる狸の…（傍
線部引用者）
と相通させて理解すれば、地域の言語文化の中に、我が国の「伝統的な言語文化」を
捉えることを可能にする。このような事例は、数多く存在する。
　むろん、このような状況は沖縄県にのみに目立つことではあるまい。上方文化や江
戸文化、東北文化のなかでも同様の状況があるだろう。「万葉集」、「源氏物語」、「徒然
草」等だけを「伝統的な言語文化」の教材とみなすのではなく、地域に根ざした「伝
統的な言語文化」から日本列島全土の「伝統的な言語文化」を捉える視点は、今次学
習指導要領の改訂が好機である。その考察を深めていくことは緊要な課題と言える。
４．現在の言語生活・地域・個
　「伝統的な言語文化」を考えるとき、現在、多くの研究者や指導者が様々な実践研
究誌や研究論文において、どのような古典作品を扱えばよいかという議論が多い。特
に、小学校や中学校における状況は、この議論が多いように思われる。このような状
況は、なぜうまれるのだろうか。それは、古典の世界と現在とを分けて考えることに
よって、現在と古典の世界の連続的・通時的な視点を欠くことにつながっていると考
えられる。古典の世界を、どこか異世界のことのように、現在と分断すること自体は
支障ないが、一方で、〔古典＝伝統的な言語文化〕式の発想では、「生涯にわたって古
典に親しむ」とか、現在の言語生活における所謂「生きる力」の育成には、至りにく
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（８）　内間直仁・野原三義編著『沖縄語辞典―那覇方言を中心に―』のトゥメーインの項に「①拾う。ジン～〈お金を拾
う〉。②探し求める。カサ～〈傘を探す〉。③（妻を）めとる。トゥジ～〈妻をめとる〉。」とある。
（９）　新日本古典文学大系『宇治拾遺物語』岩波書店
－９０－
いと考える。ゆえに、「我が国の古典だから教える」とか、「伝統的な言語文化が何で
あるかということを不明瞭」なまま扱うということになってはならないと考える。こ
の問題を解決する方策として提案したいのは、①「現在の言語生活から古典の世界へ
放射していく授業」を、②「地域から古典の世界に結びつく学習課題や教材を開発す
る視点」によって、③「個から古典の世界に関係をつくる言語活動（学習活動）を構
想」することである。そうすることによって、「伝統的な言語文化」というものを、
「現在の言語生活」・「地域」・「個」から、止揚して「我が国の文化」を捉える必要が
ある。あるいは、「伝統的な言語文化」の要素を具体的な作品を列挙するなかで捉える
のではなく、「現在の言語生活」・「地域」・「個」から具体的な作品に放射していくこ
とが重要だと考える。単に〔古典＝伝統的な言語文化〕式の取り扱い方ではなく、そ
れぞれの「現在の言語生活」に立脚し、「地域」と「国」との異同を捉えながら、「個」
に応じた言語文化を集団のなかで捉えていくことこそ、「言語文化の特質や我が国の
文化と外国の文化との関係に気付き、伝統的な言語文化への興味・関心を広げること」
に繋がるものだと考える。もちろんこの扱いについては、学齢に応じて、階梯的に、
そして系統的に行われるべきであるが、何を「伝統的な言語文化」とするかという視
点は、「現在の言語生活」・「地域」・「個」から古典の世界に放射していくことに最大
限配慮して行われなければならない。
　試みとして「現在の言語生活」・「地域」・「個」から照射する〔伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項〕の指導のあり方を仮にイメージ化すると【図１】「伝統的
な言語文化」の指導構造のようになる。
　「伝統的な言語文化」に関する指導は、国語科の今次学習指導要領改訂における緊要
な課題であるが、「現在を

生きる」児童生徒という視点や、「現在に

生きる」言語文化
という視点による実践研究が少ない。つまり、「古典」から「現在」をとらえること
のみが、大きく取り上げられ、「現在」から「古典」の世界を照射する視点が少ない。
国語科の実践場面では、当然のこととして前者の視点も大事であろうが、国語科教員
が持つべき視点としては、むしろ逆向きであることを強調したい。
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【図１】「伝統的な言語文化」の指導構造
　【図１】「伝統的な言語文化」の指導構造では、〔伝統的な言語文化〕を予め規定す
るような発想ではなく、〔現在〕・〔学習課題・教材〕・〔言語活動・学習活動〕から〔伝
統的な言語文化〕を見据えることを表している。換言すれば、現在から古典世界に止
揚していく視点をもつことによって、学習者主体と〔伝統的な言語文化〕と有機的な
つながりをもつことが、指導の構造として位置付けられることが求められる。ひいて
はこのような観点に基づいて教材研究を行うことも重要であろう。
おわりに
　沖縄の国語科教育というパラダイムは、これまで「沖縄方言論争」や「祖国復帰運
動」という社会情勢との関係で論じられることが多かった。或いは、文化装置として
の伝統文化を自己のアイデンティティの確立に関わらせた発言も多かった。ゆえに教
材をいかに規定すべきかということが議論の中心にあったということができる。
　しかしこれからは、地域の言語文化を単なる知識・理解として位置付けるのではな
く、ナショナル・カリキュラムとしての学習指導要領や、生活・文化の場における実
感（言語感覚）との関係を重視した視点が重要になってくる。伝統とは何か、古典と
は何かという問いを、実感をもって自らに問うところから始めなければならない。
　大城貞俊は、
地域の「伝統的な言語文化」を学ぶことの意義は、自らを知ることによって、他
者を知ることに繋がる多様な視線を学ぶことであろう。地域の個別的な言語文化
〔伝統的な言語文化〕
＊例えば万葉集等の古典文学にある日本語・日本文化に係るもの
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の学習が、普遍の世界へと飛翔し、世界の価値観を共有する視線を培うことに繋
がれば、目的のいくつかは達成されるはずである。今日の教育は、世界を考える
グローバルな視線を育成すると同時に、地域を考えるラジカルな視線を育成する
ことも重要な課題の一つである。（１０）
　と述べている。ナショナル・カリキュラムとは別に、地域の言語文化の中に、生活・
文化の場における実感を切り口にして、普遍の世界へと飛翔し、世界の価値観を共有
する視線を育成することに繋がるのであれば、地域の言語文化と教育の可能性は大き
いと言える。地域を考えるラジカルな視線とは、今後の世界情勢を考えた時に、最も
重要な課題だといえよう。
謝辞
　高橋俊三先生の永年にわたる教育・研究へ心から謝意を表す。万葉集の文字遣いを
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る小論への、心あたたかな激励であった。本稿では国語科教育における沖縄の言語文
化を考察したが、先生のこれまでの研究成果を、いかに活かして行くかという方向の
一つとして成したものである。心から感謝申し上げる次第である。
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（１０）　大城貞俊「多様な価値観の認識と普遍への模索～沖縄の「伝統的な言語文化」教材化の歴史と意義～」琉球大学
「ことばの文化と学び」研究会『沖縄発「伝統的な言語文化」の学びの創造』（２１世紀おきなわ子ども教育フォーラ
ム）２０１１年１月３１日
